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日本天文学会の取り組み



背景の理解
現実的な行動

学生・社会からの視点

(各大学でのキャリア支援の取り組み)
(高等教育と社会のあり方)

学会として



古くからある問題、解決の難しさ

1980年4月21日

無給のポスドク

国策の誤算

1960年代の高度経済成長時代の高等教育人材の供給

1980年頃に大量のオーバードクター

オーバードクター五戒

1.  汝、人間らしき生活を営むなど夢にも思うべからず

1. 汝、文部行政など夢にもあてにすべからず
．．．

院生会による組織的リクルート活動



国策の誤算

1989年～ 大学院重点化(文部省)

「研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事する...」

企業、教育、行政への人材供給

博士課程の目的

研究職への期待

常勤ポストは増えず 受け入れられず

10年間に大学院生を倍増

ポスドク問題

任期ポストへの予算措置



常勤ポストが増えない(増やせない)理由

月額制職員数 ＝ 文科省の退職金積み立て人数
年俸制職員 (給料を減らせば人数は多くできる)

運用交付金は2004年法人化後、毎年
1.3％(1%)削減。8年(10年)で10%の教員
数削減

90%以上が常勤職員人件費

任期付き教員・研究員人件費

収入が不安定なため、常勤へ
の変換が困難

東北大学 (平成27年度収入)



抱えている課題の理解
何ができるか
何をすべきか
何が期待されているか

天文教育、男女共同参画の観点も含めて、学会員が抱えるキャリア形成やキャリア支
援に関する課題や要望、それ に対する支援のあり方

大学・研究機関、教育・普及、企業、行政などに就職するための支援

キャリア形成・支援

日本天文学会として



◎天文教育フォーラム：
天文学会員のためのキャリア支援を考える

2015 年9 月9 日（水）

学会員が抱えるキャリア形
成・キャリア支援に関わる課
題や要望を把握し、その後、
討論を通して学会員からご
意見やアイデアを幅広く提供
して頂くことを目的



進路相談コーナー

年会会場に教室またはブースを用意して、天文学とそ
の周辺分野で学んだことを活かし、社会のさまざまな
場で活躍する先輩方をアドバイザーとして招き、相談に
のってもらう企画。2017年3月は3回目。

年会の常設企画

会員への支援１



会員への支援２

日本物理学会のキャリア支援企画への参加



社会への情報の発信(計画中)

東北大学・天文学専攻の例
民間就職した卒業生へのインタビュー

天文関連の研究室へのリンク

さまざまな分野で活躍する天文出身者



就職担当として感じたこと

博士を含む天文卒業生への高い期待

 A社(開発・製造):  最初の天文出身者の高い評価により、
毎年、物理系へのリクルート

 B社(開発・製造): 是非、博士出身(特に開発系)を紹介く
ださい。推薦枠を設けます

 C社(数値シミュレーション): 是非、博士出身を紹介くだ
さい。

 高校: 博士出身も是非来てください。特に私立は待遇
が良いですよ。

 天文出身者はどんな分野でも柔軟に対応可能
 すぐに役に立つ知識はすぐに廃れるが、潜在能力は高い
 学生が明確な目標を持つならば、活躍できる場は多い



日本天文学会としてやれることは少ないかもしれないが

 情報の発信、提供
 社会のさまざまな分野での活躍
 天文の学生の潜在的能力の宣伝

大学でのキャリア支援

相補的

キーワード


